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平常時との連続性を考慮した
災害時の情報収集体制に関する研究

秋田県立大学システム科学技術学部

建築環境システム学科

浅野 耕一

秋⽥県由利本荘市の位置
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時空間の変化と
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GISによる被災情報収集の条件

• 普段から使い慣れているシステムか？

– ＞ RARMIS理念（平常時と災害時の連続性）

• 時系列の履歴情報として扱えるか？

– ＞ RARMIS理念（時空間データベース）

• 大量にあつまる情報をさばけるか？

– ＞ 役割分担の明確化と紙媒体の活用

情報処理カードと時空間GISを連動させた
被災情報収集体制の提案

非パイプライン処理（平常時）

一度に一つのタスクの全行程を実行する
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パイプライン処理（災害時）

タスクの各行程を流れ作業のように実行する

受信 割り振り 対応 入力受信 割り振り 対応 入力

タスク１タスク２タスク３タスク４

情報処理カード（案）平常時 災害時

災害時の情報連携体制（案）
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災害シナリオ作成：中規模震災，雪害，⾵⽔害

由利本荘市役所
災害警戒対策部

○○総合支所シナリオ

本荘全域に暴⾵雪・⼤雪警報発令ストーリー（背景） 例）

図上訓練のシナリオ構成

市⺠から
停電の通報

職員から
雪崩の連絡

被害状況の
問い合わせタスク

操作フロー 表⽰→地番移動
↓
地域 本荘
⼤字［ ⿃⽥⽬ ］
移動
↓
管理情報→直接登録

・
・

過去の災害事例を参考
実務に基づいた訓練内容

「街区火災防ぎょ訓練・住民初動対応訓練」のシナリオ例

訓練項目 時刻 種類 訓練内容

初期消火 10:22 受信 アカネヤ駐車場入口付近の仮設建物で火災発生

10:23 意思 初期消火を要請。

10:26
10:28

実行 アカネヤ駐車場入口付近の仮設建物へ水消化器(5本)および消火
栓直結(50ミリホース2本延長)による初期消火実施。

10:29 報告 消火完了。

街区火災防ぎょ 10:30 受信 裏尾崎町、表尾崎町より同時火災発生。

10:31 意思 水槽１号車、一号車、由利・大内消防車、西目消防車、一斉放水
隊以外の消防団車輌を現場に出動

10:32 実行 各車輌が消火に当たる。

10:35 報告 消火完了。

住民避難 10:35 受信 強い余震が続き、保育園の教員から「保育園も危険かもしれな
い」と通報が入る。

10:36 意思 ガス水道局駐車場に一時避難を指示。

10:36 実行 避難開始。

10:50 報告 ガス水道局駐車場に全員無事に避難完了。

10:35 受信 裏尾崎、表尾崎で延焼拡大の恐れ有り。

10:36 意思 延焼拡大防止のため、お堀付近で各車輌一斉放水。

10:37 実行 お堀付近に配置していた各分団は一斉放水開始。

10:40 報告 延焼拡大は阻止。

シナリオに沿った工程表
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防災訓練の様子

受信担当

時空間GIS入力担当

訓練の振り返り
• 全く初めての体験であるにも関わらずシナリオ
通りに作業が進められた
→平常時と災害時の連続性が重要であることを再確認

• 本来必要な割り振り担当を省略したら，受信後
の対応を戸惑わせた
→災害時は割り振り担当が必要であることを再確認

情報処理カ ドと管理情報入力画面 書式 違• 情報処理カードと管理情報入力画面の書式の違
いが支障となった
→カードと同じ入力画面が理想（作る場合は別途委託が必要）

• 被災箇所の対応状況を視覚的に判断できた方が
良いとの意見が出た
→「被災箇所レイヤ」附帯情報アイコンを「対応状況」にする
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